図１　運営フロー　　　緊急時対応を想定した、競技会期間中における１日単位の競技会運営の流れを示す。
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各競技専門部による事前準備
１　緊急時に備えた事前確認
⑴　EAP（緊急時対応計画）の作成
⑵　危機管理フローの作成
⑶　安全確認チェックリストの準備
２　競技会運営に係る緊急事態に関する情報収集
⑴　気象状況　⑵　地震等災害　⑶感染症等の発生など
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　・　付き添い対応指示
報告
問題発生・予見
▲参加者等の生命、身体もし
くは財産に重大な被害が
生じる事態
▲事件、事故等により大会等
　の運営に支障が生じる事態
報告
⑴　競技会結果　⑵　EAP
⑶　安全確認チェックリスト
都　高　体　連　事　務　局
報告【事故報告書（様式２）】
⑴　事故の概要
⑵　発生後の処置と対応など
※生命の危機を伴う場合は都高体連事務局へ直ちに一報を入れる。
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直ちに安全確保
および
被害拡大防止
広報・周知
・機関ホームページ並びに必要に
応じてSNS等を活用
・手段を事前に参加者および生徒
　保護者に周知
・必要に応じて報道機関へ情報提供
中止・順延・中断・再開・
代替案の採用、その他の判断
実施本部における現地対策会議
競技会の実施判断・態度決定
報告【緊急対応報告書（様式１）】
⑴　事態概要
⑵　中止・順延・中断・再開・代替案の採用、その他に関する判断結果対応　など
⑶　順延の場合：代替日の設定および参加校等
　　への連絡　など


情報提供
競技会終了時の対応
１　「ヒヤリ・ハット」事例確認・分析
２　都高体連への報告
３　報道機関等への結果提供
平常通り実施　再開　
役員および補助員
集合時対応
１　出欠確認・健康チェック
２　業務内容・EAPの確認
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